
 

 

 

 TV 番組・新聞等では緊急事態宣言の延長の可能性が報じられています。すでに１年もの間

苦しめられている新型コロナウイルス感染症、病床数の不足から病院での治療が叶わず自宅療

養中に亡くなる方のニュースを聞くと、いたたまれない気持ちになります。ワクチン接種につ

いては明るいニュースかもしれませんが、忘れてはいけないのは、医療従事者のみなさまの努

力です。人の命を守るための使命感・責任感には、ただただ敬意を払うばかりです。 

 私自身もこれまでの人生の中で何度か入院の経験がありますが、医療の進歩と同時に看護師

の方々の献身的で、親身な対応には感謝しかありません。 

 

 「生まれてきてくれただけで１００点満点だよ。」とは、中学校２年生を対象に実践した 

「いのちの授業（誕生）」で先生が最後に言った言葉です。（県教委 HP より引用） 

「いのちの授業」とは、「いのちを大切にする」子どもを育むために神奈川県教育委員会が中心

となり、様々な事例を収集し、情報発信をしています。ここでは、「いのちの捉え方」を、 

偶然性…自分が今ここにいることの神秘性 

有限性…一つの生命には終わりがあるもの 一度失っては取り返しがつかないもの 

連続性…過去から現在へ、そして未来へと連綿と受け継がれていく生命 とし、 

それぞれの観点からアプローチする教材も掲載されています。さらに、概要版リーフレットに

は、授業を通して感じた子どもたちの感想文が掲載されています。 

 

テーマごとの感想の概略ですが、 

『新生児集中治療の話を聴く』では、生きるとは、痛く、辛く、悲しく、悔しいといった感情

の中でも幸せを見出し、そこに向かって歩き続けること、そうして人生の中に自分なりの価値

を見出すことなのではないか。 

『福祉体験学習』では、自分は今まで自分の体力基準で考えていたが、高齢者体験をすること

で、相手の立場になり、考えて行動できる人になろうと思いました。 

『ブロイラーの飼育』では、と畜は今までの人生の中で一番心が痛みました。命のために命を

いただくこと、そのために命を育てることの大変さ…。命の重さをひしひしと感じました。 

など、子どもたちに響いていると感じられる感想文ばかりです。 

 

本校でも、多感で鋭い感性を持っている中学生に対して、「いのち」がかけがえのないこと、

夢や希望をもって生きること、人への思いやり、互いに支え合って生きることの大切さなどを

伝えることで、前向きで積極的な学校生活が送れるよう努めています。万が一、不安や悩みな

どから生活のバランスを崩す恐れがあるときにはご相談ください。 
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【 今後の主な予定 】 （R3．2.1現在） 

私立高校受験・発表 

2 年生：保護者会 

3 年生：公立高校学力検査（16～17 日：面接） 

学年末試験（18：英・美・社、19：国・体・数、22：技家・理・音） 

9 組：お別れ会 

3 年生：遠足（緊急事態宣言発出の有無により判断） 

3 年生：球技大会 

3 年生：公立高校合格発表 

卒業式 

1 年生：デイキャンプ（泉の森） 

2 年生：球技大会 

1 年生：球技大会 

修了式 

2 月 8～11 日（月～木） 

2 月   10 日（水） 

2 月   15 日（月） 

2 月 18～22 日（木～月） 

2 月   22 日（月） 

2 月   25 日（木） 

2 月   26 日（金） 

3 月   1 日（月） 

3 月   11 日（木） 

3 月   12 日（金） 

3 月   15 日（月） 

3 月   19 日（金） 

3 月   25 日（木） 

「外人のお前に日本料理の味がわかるか」１８歳の彼には、その一言が大きくのしかかり、 

３年間使い続けてきた愛用の包丁を研ぎながら、板前の道に終わりを告げようとしていました。 

包丁を研いでいると、そこに何粒もの涙が落ちてきたそうです。 

涙で視界がぼやける中、「負けてたまるか」「もう一度、挑戦してみよう」・・・・・ 

それから２５年、今では自分の店を持ち、連日多くの常連客で賑わっています。（緊急事態宣言中は

休業） 私の教え子で、人として尊敬する一人です。 

中学校３年生、進路がなかなか決まらない１月ごろ、「先生、俺、板前になろうと思う。知り合い

から店も紹介してもらった」と言ってきました。明るく、元気で行動力のある生徒でしたが、そこま

で自分で決めてくるとは驚きでした。しかも、将棋名人戦の舞台としても有名な老舗旅館でした。 

勉強が苦手だった彼は、お品書きの読み書きのために、小学校３年生の漢字練習からスタートです。 

就職後も近況報告を聞いたり相談に乗ったりしていましたが１８歳の選択は大きかったと思います。 

 中学生のみなさん、特に３年生のみなさんは、自分の進路に夢と希望をもってステップアップして

いこうとワクワクしているのではないでしょうか。夢や目標を持つことは大切なことです。ただし、

その道は楽なことばかりではありません。そして、その都度、選択が迫られるのではないでしょう

か。何が正解かは難しいですが、相談しながらも最後は自分で決断することが大切です。 

卒業式について 

子どもたちの成長における節目として入学式や卒業式はとても大きな行事です。 

しかし、今なお継続している緊急事態宣言がどこまで続くか、解除されたから何でも平気かと言う

とやはり制限はついてまわります。本校の卒業式に関しては現時点で次のように考えております。 

日時：令和３年３月１１日（木） ９時２０分～（予定） 

・地域の方々など多くの方々に支えていただいておりますが、来賓の方にはご遠慮いただきます。 

・保護者の方の参加は各家庭１名とさせていただきます。 

・次第については簡略化、内容については今後の状況を踏まえながら検討していきます。 

最後は自分で 


